
空飛ぶクルマによる
観光集客力と防災力向上

～ 大洲市の取り組み ～
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大洲市の取り組み
（導入構想）

•キャッスルステイ事業への導入

•松山空港からのアクセス改善

•山間部・離島の孤立リスク解消
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(42名）



外国人ツアー参加者、
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(24名）



空飛ぶクルマがつくる新しい観光体験

キャッスルステイへの空路アクセス

空中さくら回廊

龍馬脱藩ルート

佐田岬観光と空の駅構想
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災害時の命を守る空のインフラ

物資・人員の空輸 医師派遣・緊急搬送

孤立集落・離島の支援
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ヘリコプターを活用した訓練を継続

･ 社会実装に向けて県との連携

おまつり村との共催
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実装に向けたステップ

バーティポート候補地の選定

飛行ルートの安全性・騒音調査

モニターツアーの実施

災害時運用プロトコルの策定

地域住民への説明と受容性向上
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ヘリパッドの整備
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空飛ぶクルマで創る未来の可能性

観光・防災・教育の三位一体活用

地域ブランドの向上

持続可能な交通インフラの構築

空飛ぶクルマは、未来を支える新しいインフラです。

地域の魅力と安全を空から支える取り組みとして、

検討を進めたいと思います。
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